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第2層におけるコーディネーターとの協働

・生活支援コーディネーター連絡会の開催（毎月第4木曜日）
・「ちょこっと見守りプロジェクト」の実施
（包括よろこび×市立函館病院高等看護学院）
（包括ときとう×函館大妻高等学校）
・「ちょこっと見守りプロジェクト（包括たかおか×函館短期大学）」の検討
・七夕プロジェクト（包括神山、南本通小学校運営協議会、民生児童委
員、町会）への参加
・地域ケア会議（包括亀田、包括西堀、包括神山）への参加
・学校運営協議会との連携についての検討（包括ゆのかわ、包括あさひ、
函館市教育委員会）
・「七夕スタンプラリープロジェクト（包括西堀×商店×介護保険事業所
等）」の実施
・「みんなde学生服リユースプロジェクト（包括西堀、神山×本通中学校
×学校運営協議会×介護支援事業所）」の検討



地域におけるネットワーク構築

各機関との高齢者の生活支援に関する情報共有
高齢者が希望する社会参加活動に関するケアマネージャーとの情報共有
共生社会の実現に向けた障害者就労支援事業所等の実態把握
町会行事、各種イベントに関する検討
ボランティア活動推進の協力依頼
地域ケア会議での情報共有、課題把握

令和5年度

ボランティア登録者の活動に関する情報共有
グループホーム等の運営推進会議への参加
小中学校との連携、協働活動の模索、情報共有
高齢者、地域協働の七夕行事への参加依頼、協働
生活支援コーディネーター活動の広報啓発活動
「みんなde学生服リユースプロジェクト」の参画、参加、協力、周知

令和6年度上半期



住民主体の助け合い活動の重要性についての
普及啓発

・機関紙およびリーフレットの配布
・各会議等での第１層生活支援コーディネーターの役割、
活動についての説明
・第１層生活支援コーディネーターイメージキャラクター活用

令和5年度

・機関紙およびリーフレットの配布
・各会議等での第１層生活支援コーディネーターの役割、
活動についての説明
・第１層生活支援コーディネーターイメージキャラクター募集

令和6年度上半期



住民主体の助け合い活動等の担い手となる
ボランティアの発掘および養成

令和5年度

〇担い手となるボランティアの発掘
・高齢者ポジティブボランティア（３名）
〇くらしのサポーター養成講座（基礎研修）
・市立函館病院高等看護学院（１年生２８名、２年生１１名）
函館大妻高等学校（２年生１３名、３年生８名）

〇くらしのサポーター養成講座（実践研修）
・市立函館病院高等看護学院（１年生１９名、２年生１１名）
函館大妻高等学校（３年生８名）
・はこだてサザエさんの会およびクローバーの会（７名）

〇くらしのサポーター養成講座（基礎研修）
・市立函館病院高等看護学院（１年生３９名）

令和6年度上半期



地域における高齢者支援のニーズと
地域資源の把握および課題の抽出

・介護保険事業所における課題とニーズ把握
・町会における課題とニーズ把握
・学校における課題とニーズ把握
・ボランティア活動に参加する条件に関するアンケート調査

令和5年度

・多世代交流センターコンテ日吉でのアンケート調査
・地域ケア会議での地域資源、課題の把握
・民生児童委員からの聞き取り調査
・高齢者のボランティア活動に関するマッチング

令和6年度上半期



住民主体の助け合い活動等の仕組みの
創出および充実

令和5年度

・くらしのサポーターによる高齢者宅の資源ごみ収集活動
のマッチングおよび実施
・高齢者ポジティブボランティアによる学生への体験講話の
マッチングおよび実施
・ちょこっと見守りプロジェクト（包括ときとう×大妻高校×
柳町町会）のマッチングおよび実施
・ちょこっと見守りプロジェクト（包括よろこび×市立函館病院
高等看護学院）のマッチングおよび実施



住民主体の助け合い活動等の仕組みの
創出および充実

・新規取り組み
地域における「七夕スタンプラリープロジェクト」」の実施

・令和４年度からの取り組み
高齢者ポジティブボランティアによる学生への体験講話
ちょこっと見守りプロジェクト（市立函館病院高等看護学院）
ボランティア学生の引継ぎによる継続

令和6年度上半期



第2層におけるコーディネーターとの協働

第1層生活支援
コーディネーター

支え合いの
仕組みづくり

実際の見守り
チーム

学生さんに
サポーター講座

広く学生さんに、地域活動があることや支え合いが必要であることを知ってもらい、実践する人を増やす

実際に実施
OK

ちょこっとつながろう

プロジェクト



第2層生活支援
コーディネーター

マッチング

独居・老老世帯
で虚弱高齢者学生さんのできる

見守り方法・回数

広く学生さんに、地域活動があることや支え合いが
必要であることを知ってもらい、実践する人を増やす



住民主体の助け合い活動

人（個）を社会資源
としたマッチング



住民主体の助け合い活動等の担い手となる
ボランティアの発掘および養成

（基礎研修）

基礎研修

プロジェクトの説明

チームづくり

基礎的関わり

学生の行事の確認
チーム編成

コミュニケーション
高齢者の特徴

訪問時、
想定される事の
対応と心構え

ちょこっと見守りプロジェクト



住民主体の助け合い活動等の担い手となる
ボランティアの発掘および養成

（継続研修）

継続研修

プロジェクトの説明

継続した留
意事項

振り返り
グループワーク

緊急時の早期発見
個人情報の取り扱い

気づきと
見守り振り返り

ちょこっと見守りプロジェクト









くらしのサポート養成講座



















第2層活動











ラウくんとポーちゃんの活用について
（効果的な周知方法）

実際に実施OK

今後の活用方法
・機関紙やちらし
・ビブス（1着約1,200円）
ボランティア活動時に着用



ご清聴ありがとう

ございました

皆さんの力で笑顔

あふれる地域にしたい


